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市会議案第17号

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

上記の議案を提出する。

平成30年9月13日提出
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吹 田市議会議員榎内智

同 泉井智弘

同 ｰ足立将一



吹田市条例第号

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例（案）

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例（昭和39年吹田市条例第7号）の一

部を次のように改正する。

第4条の見出し中「無償貸付又は減額貸付」を「無償貸付け又は減額貸付け」に改

め、同条中「普通財産は」を「市長は」に、「一に」を「いずれかに」に、「これを

無償又は時価よりも低い価格で貸し付ける」を「普通財産の無償貸付け又は減額貸付

け（適正な貸付料の額よりも低い額で貸し付けることをいう。以下同じ。）をする」

に改め、同条に次のただし書を加える。

ただし、次項各号のいずれかに該当することを理由として貸付料を変更され、又

は貸付契約を解除された日から1年を経過しない者に貸し付ける場合は、この限り

でない。

第4条第2号中「普通財産の貸付けを受けた者が、当該財産を使用の目的に供しが

たいと認める」を「、当該普通財産の通常の使用ができない状況にある」に改め、同

条に次の2項を加える。

2市長は、普通財産の無償貸付け又は減額貸付けを受けた者が次の各号のいずれか

に該当するときは、当該貸付料の額を適正な額を超えない範囲内で増加させるもの

とする。この場合において、借受人は、貸付料の額の変更を拒むことができない。

（1）当該普通財産を使用して特定の公職（公職選挙法（昭和25年法律第100

号）第3条に規定する公職をいう。以下同じ。）の候補者（当該候補者になろう

とする者を含む。）若しくは公職にある者又は政党を推薦し、若しくは支持し、

又はこれらに反対する活動を行っているとき。

（2）当該普通財産を使用して、無償貸付け又は減額貸付けの理由として認められた

活動以外の活動を行っているとき。

（3）その他当該普通財産の貸付契約に違反し、又はこれに基づく市長の指示に従わ

ないとき。

3前項の規定は、市長が、普通財産の無償貸付け又は減額貸付けを受けた者が同項

各号のいずれかに該当することを理由として、当該普通財産の貸付契約を解除する

ことを妨げるものではない。

第7条の見出し中「無償貸付又は減額貸付」を「無償貸付け又は減額貸付け」に改

め、同条中「時価よりも低い価額」を「適正な貸付料の額よりも低い額」に改める。

附則

（施行期日）

1この条例は、平成31年1月1日から施行する。

（経過措置）
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2 この条例による改正後の財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例第4条第1

項及び第2項の規定は、平成31年1月1日以後に無償貸付け若しくは減額貸付け

を行い、又は貸付料の額を適正な額よりも低い額に変更する場合の貸付料について

適用し、同日において現に無償貸付け又は減額貸付けを行っている場合の貸付料に

ついては、なお従前の例による。

(提案理由）

貸付料公益上の目的から無償貸付け又は減額貸付けをしている公有財産について、

増額変更の要件を定める必要があるので、本案を提出するものです。の増額変更の要件を定める必要があるので、

（2）
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市会議案第17号参考資料

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例現行・改正案対照表
は改正箇所

一

（1）

現 行 改正案

(普通財産の無償貸付又は減額貸付）

第4条 普通財産は、 次の各号の二1三該当するときは、星型迄錘僅Xは匿匝生QkiS

い価格で貸し付けゑことができる。

(1)－－－一一一一一略一一一一一一一一

(2)地震、火災、水害等の災害により豊通壁産里貸仙土堂堂は主査込一当遜壁産室
使用の目的に供しがたいと認めるとき。

（普通財産の霊償貸付け又は減額貸付は）

第4条市長は、次の各号の』△二遡塑ﾐE該当するときは、豊通壁産里錘僅貸幽土x』主

L,付ける場合は、この限りでない。

１
１
１
２
１
１ 地震、火災、

にあるとき。
－

－－－－．－－－－－略一一一一一-一一一

水害等の災害により二当該普通財産の通常の使用ができない状況

2市長は、普通財産の無償貸付け又は減額貸付けを受けた者が次の各号のいずれな
に該当するときは、当該貸付料の額を適正な額を超えない範囲内で増加させるもの
とする。この場合において、借受人は、貸付料の額の変更を拒むことができな'△g－
(!L_当該普通財産を使用して特定の公職（公職選挙法（昭和25年法律第100

董麓霊窒謹迄鰹鑑麓霊蓋三
又はこれらに反対する活動を行っているとき。

②－当該普通財産を使用して、無償貸付け又は減額貸付l土の理由として認められた
造動以赴＠重動産丘ユエk望_と_童些

③_その他当該普通財産の貸付契約に違反し、又はこれに基づく市長の指示E従t>
ないとき堅

旦一並望里退室墜一重量込一萱逗壁産Q霊僅貸位はx墜塗題貸位は堂堂は左宣遊園望
査量QLﾕ遡辿空些遜塑二亙三_と圭翌虫上_u工』_当蓬萱通壁産里貸位望適童鯉隆主至
里とを妨げるものではない｡－



現行

(物品の鋲償貸付又は減額貸付）

改 正案

(物品の無償貸付け又は減額貸付け）

は改正箇所
一

第7条物品は、公益上必要があるときは、公共団体等又は私人に無償又は.時価より 第7条物品は、公益上必要があるときは、公共団体等又は私人に無償又は適正な貸

も低い価額で貸し付けることができる。 付料の額よりも低い額で貸し付けることができる。
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